
北水誠だより 22 (1993)

サハ リン研究交流訪問記 '93

オホーツクの向こう側

はじめに

小樽に住んでいて休日に第三埠頭あたり

を散歩するとたいていロシア船と出会うこ

とになる｡大部分は漁船で､中古車をあふ

れんばかりに積んで昨今のロシアにおける

日本の中古車ブームを冒の当たりにするこ

とができる｡立ち並ぶ倉庫の屋根の向こう

に船月白旗がみえればそれはサ-リンからの

5,000トン級のフェリーボート､遠くはウ

クライナあたりの客も乗せ､コルサコフを

八 木 宏 樹

経由して大挙しての買い出しツアーにやっ

てくる｡観光バスで水産試験場のある余市

まで遠出して､スーパーマッケットで山ほ

ど日用品を買いあさるロシア人を見ること

も珍しくない｡昨年､小樽市を訪れたロシ

ア人は2万人､うち観光客も3,000人以上

になるという｡サ-リンと北海道､いっの

まにかオホーツク海を人々が自由に行き来

できるようになった｡私たちがサ-リンに

渡り､いろいろなものを見聞きできるのも､
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まさしく時代だからなのだろう｡

サハリンへ

宗谷岬からわずか50km程しか離れていな

い私たちの交流相手は､ここ数年でまさし

く激動の時代を経てソビエト連邦からロシ

ア共和国となった｡久しく訪れることもま

まならなかったサ-リンで､今回､私たち

は多くの人たちと触れ合うことになった｡

平成2年から始まったサ-リン太平洋漁業

海洋研究所 (サ-リンチンロ)との研究交

流で､長い間のすきまを埋め始めてもう4

年冒となった｡

今回の訪問は4月 1日から10日までで､

例年どおり新潟および-バロフスクを経由

してユジノ･サ-リンスクに入った｡訪問

者は稚内水試の芋藤均漁業資源部長､同 じ

く丸山秀佳沖合科長､それに私の3名であっ

た ｡

霧のため-バロフスク空港に2時間以上

足止めされ､やっと着いたユジノ･サ- リ

ンスクは､曇空とはいえ穏やかであった｡

今年は雪が多い､しかし､サハリンでは5

月半ばの積雪も珍しくない｡ ｢サ-リンは
まだ冬ですよ｡今度からもう少し気候のよ

い時期に来られたらいいですよ｣と出迎え

のサ-リンチソロ･ズベリコワ副所長が言っ

ていた｡サ-リン-の第 1歩､私たちはい

きなり冬のさなかに逆戻りした｡

雪の トナイチャ湖

ユジノ･サハリンスクへ着くのが金曜日

の午後ということもあって､サ-リンチン

ロの職員たちと週末のエクスカーションか

ら始まるのが昨年からの慣例となった｡今

年はトナイチャ湖のほとりのオホ-ツコエ

村と､その付近に位置するオホーツキーふ

化場およびレスノイふ化場を訪ねることに

なった｡この先ずっと私たちの世話をして

くれるポロディン氏やズベリコワ氏はもち

ろん､若い研究者シュペ-レーバ氏もやっ

てきた｡サ-リンチンロの甲殻類研究の責

任者であるブシエコフ氏は､奥さんのニシ

ン研究者ブシエコワ氏とかわいい娘オルガ

を連れてあとから別の車でついてきた｡

2時間ばかりしゃべったり眠ったりして

いただろうか｡私たちを乗せたサハリンチ

ンロの荷物運搬車兼送迎車はユジノとコル

サコフを結ぶ国道から東に折れ､車2台が

やっとすれ違うかどうかの細い山道に入っ

ていた｡ ｢雪がなければもっと広いのです

がね｡｣そう言われても人望離れた山の中､

雪がなくてもむき出しの道路に雑木林の連

続であることは想像に薫くない.

トナイチャ湖は一面の雪だったO湖沼性

ニシンの産卵場として､また､夏には緑美

しい避暑地､釣りのメッカとしてまことに

興味あるトナイチャ湖も､息で曇った葦窓

からは湖面と陸の区別がつかない雪景色が

見えるだけであった｡湖とオホーツク海を

結ぶオーチェプカ川も渡ったが､言われな
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ければおそらく気がつかなかったであろう｡

レスノイふ化場にて

4月だというのにひざ上まで雪に埋もれ

ながらレスノイのふ化場まで歩いた｡山中

の､木の家というよりも小屋という方がふ

さわしい事務所で､クエヤジェワ場長がロ

シアの婦人特有の大きな体をゆすりながら

私たちを出迎えてくれた｡ブシニコワ氏の

学生時代の同級生で､30年来の友人だと紹

介され､それではと､インスタントカメラ

で二人そろっての写真を撮り､それぞれに

プレゼントすれば､ただ照れて笑うだけの

二人であった｡

大人数での食事､丸山科長がソファに腰

掛けようとすると､クニヤジェワ氏が ｢そ

こは先日エリツィンが座った場所｣､宇藤

部長には ｢そこはフイヨードロフ知事が座っ

た場所だ｣と誇らしげに話 しかける｡ ごく

普通の薄汚れたソファである｡山奥にあり､

職員20名の本当に小さなふ化場ではあるが､

優秀な成績をあげている模範企業というこ
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とでサ-リン州政府が大統領を案内するま

でになった｡その栄光のふ化場も今年中に

は民営化される｡カラフトマスだけでなく

サケにも力を入れて仕事を広げたいとのこ

とであった｡

食事のコニャック (なぜかサ-リンでは

食事の途中に休憩が入り､この間にコニャッ

クを飲んだり煙草を吸ったりする)を傾け

ながらクエヤジェワ氏は昔の写真を私たち

に見せてくれた｡何もないところから開墾

を始めた時の写真､洪水ですべてを失った

時の写真､写真に写った若い笑顔と目の前

の本人を見比べれば､いやが応でも時代の

年輪を感 じる｡それにしてもサ-リンのふ

化場建設から始まる長い歴史､北海道のほ

んのわずか北の土地での出来事を､私たち

はなぜ､これまで知るすべがなかったのだ

ろうか｡

研究交流本番

週が明けていよいよ研究交流は本番となっ

た｡夏時間を採用しているj･ハリンでは冒

写真1 レスノイふ化唱にて｡
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本よりも3時間はど早 く朝が来 る

ので､えらく早起きしたっもりで

も時刻は8時近 い ｡ 夜中のうちに

積 もった雪を踏みしめながら､ま

だ薄暗い ｢共産主義通 り｣を一般

の通勤者に混 じって歩き､ レーニ

ン像の前を過ぎて駅に遇えばす ぐ

サ- リンチンロ本部である｡とは

言ってもビ ルの 1階はレス トラン
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と銀行だし､いわゆる雑居ビル｡昨年来新

しい施設を建築中で､もう図書の⊥部は引っ

越し済みだというから､駅前のサハチンロ

での交流もこれが最後になるだろう｡

研究交流は2階のルフロフ所長の部屋で

行われた｡所長室は簡単な会議も開けるよ

うにテーブルがセットされていて､少々寒

いのを除けば広々としていて居心地がよい｡

私たちは､昨年もそうであるが､研究交流

の問はほとんど外出もせず所長室に居座る｡

研究発表､事務的な協議事項､ティータイ

ムと､長時間にわたる交流には体力が欠か

せない｡

座長は研究交流中､ずっとズベリコワ氏

が担当し､ ルフロフ所長はたまに顔を見せ

る程度であった｡私たちがずっと所長室を

占領して所長は姿を見せない､いったいル

フロフ所長はどこにいたのだろう､不思議

に思って後で尋ねたら､ ｢ズベリコワさん

の部屋にいたんだよ｣との返事､分かって

しまえばごく当然のことである｡

今回の研究交流の場には若手研究者が自由

写真2 研究交流｡交流は自由な雰囲気で行われた｡
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に入ることができた｡海洋学のカンタコフ

氏がいる､タラの研究者のキム氏がいる､

シュキナさんがいる､なっかしい顔がそろっ

た｡ポロディン氏はまたカジカの話で加わっ

てくるのかな?新しい顔も多い｡動物プラ

ンクトンのサマトフ氏には休憩の問にも日

本のプランクトン研究の現状についてずい

ぶん聞かれた｡カンタコフ氏と私は専門が

同じであることから海洋観測機器類の話で

盛り上がり､今後個人レベルでも研究協力

をすることを約束した｡人を知ることが研

究の財産であるとすれば､私は大きな成果

を得たことになる｡

研究者の不思議な出会い

ブシエコワ氏はニシンの研究者である｡

昨年長女をウラジオストクへ嫁に出したと

いっても､トンボ眼鏡の奥に輝く瞳には少

女の面影が残る｡かたや丸山科長もニシン

の研究者である｡専門が同じからか､この

二人はよく似ているO同じテーマを持って

いると研究者同士で研究手法や考え方が似

てくることはよくあるが､ニシンに対

する想い入れやニシンの年齢査定につ

いてのこだわりなど共通することが多

い｡

二人に共通する興味のひとつにニシ

ンはどこで産卵するかという問題があ

るOサ-リンでも最近は大規模な産卵

が見られなくなった｡とは言っても資

源としてのニシンがまだ存在している
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帰れない!?

交流のあいだ､所長室からユジノ･サ-

リンスク駅が見わたせた｡駅前のバス停に

積もる雪がだんだん多くなっているような

気がしていた｡

ポロディン氏が約束時刻に1時間も遅れ

てホテルに来たのはユジノ･サ-リンスク

を立っ朝のことだった｡吹雪でバスが動か

ない､外に出てみると､降りしきる雪の中､

道路は通勤者で歩行者天国と化していた｡

ポロディン氏の帽子もコートも雪で真っ白､

1時間以上も歩いて私たちを迎えに来てく

れたという｡

サ-リンチンロにお別れの挨拶に行く予
ヽ

定が､一転して飛行機の待機となった｡

｢今日は飛行機､無理ですね｣､そう簡単に

言われても私たちは翌日の新潟行きに接続

しなければ日本に帰れない｡空港の情報は

空港でなければ得られないため､急きょポ

ロディン氏が空港に詰めることになった｡

ズベリコワ氏は万一の場合を考えてコルサ

コフからの船便を確認しそくれた.私たち

のでどこかで産卵は行われているはずであ

る｡ブシエコワ氏は北海道の沿岸が産卵域

だと主張する｡それに対して私たちはいく

ら調査してもそのような事実はなかったと

反論する｡そんなやりとりの中､ブシニコ

ワ氏と丸山科長はさすがに専門家で､いろ

いろな観点から攻めぎあい､また防御する｡
ウE=コ
鱗からの年齢の読み方が問題になれば､相

手の手法を確認すべく､万能投影機まで持

ち出して実際のサンプルで試すほどであっ

た｡ ｢丸山さん､ブシニコワさん､もう8

時ですよ､夕食にしませんか｣そう言わな

ければ朝まで議論を続けそうな二人であっ

た｡

私がこの二人が今回初対面であると知っ

たのは翌日のことだった｡交流以前にも二

人は互いの研究内容をよく知っていたし､

なによりも相手の成果を評価していた｡北

海道とサ-リン､目と鼻の先に位置してい

ながら今までこの二人が出会わなかったこ

との方がおかしい｡まるで離ればなれになっ

ていた親友が長い時を超えて再会したよう

に話し込む二人､ ｢丸山さん､サ-リ

ンの海岸にニシンの調査に来ませんか?｣

｢ぜひ連れてってください｣､国境を超

えて行き来していたニシンの群れに遅

ればせながら､研究者同士の意識も国

境も取り払われる時が到来した (著者

鍾 :この二人は何語で会話したのだろ
ざ ぎい

う､などという疑問はほんの些細な問

題でしかない)0 写真3 4月8日､吹雪で市内の交通はマヒした｡
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は試験場や家族-の連絡､ハバロフスク以

降のホテルや飛行機のキャンセルなどの準

備のために電話番号のリストアップを始め

た｡電話事情の悪いサ-リンだけに､たっ

た一度の国際電話で日本国内の15か所の相

手にすべて異なる用件を伝えてもらわなく

てはならない｡翌日臨時便で-バロフスク

に向かい､まにあえばそのまま新潟行きに

乗り換えるという離れ技が残っているので､

準備万端整えた上､連絡は直前まで控える

ことにした｡

｢どうしましょう｡市内でも見学して釆

ますか?｣さすがはロシア人､悠々とした

ものである｡私たちも天候のことはどうす

ることもできないのでズベリコワ氏の勧め

に従い､昼食後は町に繰り出すことにした｡

午後､市内はバスも動き始めており､薄

日も射して積もった雪は少しずつ解け始め

ていた｡研究交流が無事終わった解放感な

のか､久 しぶりの晴れ間のせいなのか､肌

に当たる冷たい空気が心地よく感じた｡水

たまりをよけきれずに靴を水浸しにしなが

らも､今回の交流で初めて街の雑踏を

経験することになった｡そういえば､

北海道に向けて土産のひとつも買って

いないことに気付いた｡

おわりに

1年間で2,000%とも2,600%ともいわ

れたインフレの中で､サ-リンの人々

はたくましく生きていた｡物価は-バ

ロフスクよりもモスクワよりも高い｡しか

し､視点を変えればそれはサ-リンの豊か

さを示している｡昨年より街中の兵隊の数

が減ったO昨年より人の顔が明るい､市場

でのビールやチューインガムはもはや貴重

品ではない｡ソニー･ショップにはレーザー

ディスクやコンパクトディスクも売ってい

る｡子供向けにはポップコーン売り場もあ

る｡サ-リンの何かが変わりつつある｡来

年､函館からの直行便が飛ぶようになれば､

ますますサ-リンは近くなるoオホーツク

の向こう側でひとっの国が生まれ変わろう

としていた｡

(やぎ ひろき 中央水試 海洋部

報文番号 B2032)

写真4 ブシニコフ氏は家族で空港まで見送りに来てく
れた｡
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